
 
 

 
 
 
 
 

１ 募集結果 

募集期間 令和 4 年 7 月 13 日（水）から令和 4 年 8 月 12 日（金） 

意見等提出者数 1 人 

提出件数 

（提出方法内訳） 

3 件 

（直接持参 1 通） 

意見等の反映状況 

Ａ 意見等を計画等に反映するもの・・・・・・・・・・・ 0 件 

Ｂ 意見等が既に反映されているもの・・・・・・・・・・ ３件 

Ｃ 意見等を今後の参考とするもの・・・・・・・・・・・ ０件 

Ｄ 意見等を反映する見込みのないもの・・・・・・・・・ 0 件 

 

 

 

２ 意見等の分類 

項    目 件  数 

計画全体に係るもの      ３件 

       

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

「鳴門市汚水処理構想」の見直しについて 

意見募集に対する結果公表 

 



 

 

 

 

３ 意見等と市の考え方 

計画全体「鳴門市汚水処理構想の見直し」に関する意見等と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

１ 

公共下水道を整備する地域を、中心市

街地に限定した見直し案は、人口減少

や早期の下水道整備に向けて妥当な案

である。 

現在実施している公共下水道事業

は、本市の中心市街地から整備を進

め、一部供用開始をしています。 

今回の見直しでは、人口減少や厳

しい財政状況等を考慮し、早期に汚

水処理施設の概成を目指す方針によ

り、公共下水道で整備する区域は、

撫養町川西地区の市街化区域および

その周辺の人口集中地区に限定し、

縮小を図りました。 

下水道区域は縮小となりました

が、水環境向上のため、今後も市の

財政に過度な負担とならないような

事業規模での公共下水道の整備を促

進してまいります。 

Ｂ 

２ 
事業費（税金）の有効利用の観点から

も理解が出来る見直し案である。 

今回の見直しにより、本事業は、

当初計画の事業費から約８割の縮減

を想定しております。 

見直し後の下水道整備において

も、更なるコスト縮減に取り組み、

事業の効率化に努めてまいります。 

Ｂ 

３ 
市街地での下水道整備による、新たな

住居や商店の増加を期待する。 

市街地での下水道整備は、浄化槽

の設置の必要が無いため、高度な土

地利用が可能となることや、事業

所・商店等の進出において、初期投

資の面から合併処理浄化槽と比較

し、有利であると想定されます。 

中心市街地の活性化の観点から

も、早期の下水道整備を進めてまい

ります。 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 


